
QRコード

①行政
熱中症アラートを発出

熱中症の危険性が高いと判断される気象条件の場合、
熱中症アラートが発出される。

②熱中症疑いの方/周囲の方
熱中症判定アプリ入力

熱中症疑いの方がいる場合、
本人または周囲の方が症状を登録し、

算出されたスコアから救急搬送の要否を判断する。

③救急隊
アウトカム入力

④医師・看護師
アウトカム入力

⑤ダッシュボード
蓄積データの解析・研究

⑥アラート発出に活用
アラートの精緻化

出力されたQRコードを救急隊に提示し、
救急隊はアウトカムを入力する。

治療の過程や予後の情報を追記し、
データベースに熱中症治療に関する

知見を蓄積する。

患者の入力情報や病院で追記した
アウトカム情報等を全て解析し、

解析・研究を実施する。

医療機関様・救急隊様へ：熱中症判定アプリご協力のお願い

熱中症患者さんの重症化を防ぐ

熱中症が疑われる患者さんへのPUSH型の支援が可能となります。

• リアルタイムな熱中症発生状況を確認

• 情報はデータベースへ蓄積されます。行政・消防・救急・医療機関がいつでも確認できます。

• 「熱中症警戒アラート」の精度向上など、行政の公衆衛生対策へ還元します。

消防機関・医療機関への協力のお願い

• 患者様がスマートフォン等で提示するQRコードを読み込み、初診時のバイタルサイン・治療結果をご入力ください

• 入力作業は各患者様あたり約1分で完了するシンプルな設計です。

• 地域の熱中症救急搬送の最適化と、熱中症予防医療の発展にご協力をお願いいたします。

お問い合わせ
【研究責任者】日本医科大学大学院 医学研究科 救急医学分野 教授

横堀 將司
Email：shoji@nms.ac.jp

TEL：03-3822-2131（内線24325）
本取り組みは環境省・独立行政法人環境再生保全機構 （ERCA）の支援を受けた研究実証事業です

情報の流れ

気候変動適応の社会実装に向けた総合的研究
Comprehensive research on social implementation of climate change adaption 

https://heatstroke.app/



医療機関様の入力について

お問い合わせ
【研究責任者】日本医科大学大学院 医学研究科 救急医学分野 教授

横堀 將司
Email：nmsheatstroke@gmail.com
TEL：03-3822-2131（内線24325）

本取り組みは環境省・独立行政法人環境再生保全機構 （ERCA）の支援を受けた研究実証事業です

気候変動適応の社会実装に向けた総合的研究
Comprehensive research on social implementation of climate change adaption 

患者さんが
提示した

QRコードを
読み取ります

こちらを
タップ
すると

下記のような4つの質問が出てきます

ぽちぽち
して

回答する
をタップ
すると

https://heatstroke.app/analytics

お時間のございます時に入力をお願いいたします。
（１分ほどで終わります）ご協力をよろしくお願いいたします。

熱中症がどこで

どれくらい起こっているか

リアルタイムに

知ることができます

（年齢・性別など個人情報は

公表されません）



救急隊様の入力について

お問い合わせ
【研究責任者】日本医科大学大学院 医学研究科 救急医学分野 教授

横堀 將司
Email：nmsheatstroke@gmail.com
TEL：03-3822-2131（内線24325）

本取り組みは環境省・独立行政法人環境再生保全機構 （ERCA）の支援を受けた研究実証事業です

気候変動適応の社会実装に向けた総合的研究
Comprehensive research on social implementation of climate change adaption 

熱中症がどこで

どれくらい起こっているか

リアルタイムに

知ることができます

（年齢・性別など個人情報は

公表されません）

傷病者さんが
提示した

QRコードを
読み取ります

こちらを
タップ
すると

下記のような5つの質問が出てきます

https://heatstroke.app/analytics

お時間のございます時に入力をお願いいたします。
（１分ほどで終わります）ご協力をよろしくお願いいたします。

ぽちぽち
して

回答する
をタップ
すると
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